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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・八戸市保健所管内でインフルエンザ注意報が発令中。各自感染対策を徹底していくこと。
・経過記録の提出の締め切りは、2/8(水)まで。

・床暖の温度が高くなっていることがある。通常は23℃、月曜日は25℃設定とし、節約していく。他、換気扇も点いていることがあるため、注意していく。

・弥生祭りに関して現在、3/20(月)を予定としている。

・うみねこ幸房より連絡があり、3/3（金）昼食時にさくらもちが提供される予定となる。

＜利用者様情報＞

デイケア

・我満　奈津紀様～来所時「愚痴ってもいいですか」と話しており、話を傾聴すると、娘様が卒業試験や友人関係のことで苛々して八つ当たりされるのでストレスが溜まるとのこと。スタッフから来所した時には遠慮せず話して欲しいこと、利用日でなくても辛くなった時には来所するか電話をし相談するように伝えている。また、以前乳癌で左乳房を切除しており、すぐではないが乳房再建術を受けようかと思っているとのこと｡次回の八戸赤十字病院外科受診時に医師に相談してみるとのことで、動きがあった際には教えて欲しいことを伝えている｡

・若松　邦生　様～スタッフから本人へ体調を質問した際「デイケアは悪くないけど、自分の問題で疲れてしまって、どうすればいいかわからなくなる」との相談がある。詳細については「目標やハードルをたくさん作るが、それが超えられないと苛々してしまう」とのこと。目標を立て考えていることを評価し、スタッフと具体的な目標達成の方向性を考えながら、自身に無理のかからないように取り組んでいくことを提案し、伝えている。今後担当スタッフと対応について検討していく予定としている。

デイナイトケア

・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、大腿に紫色の発疹が出ているが痛みの訴えはないとのこと。また、夜間ホールにパジャマで出てくることや、ズボンを2枚重ね着するなどの行動が見られていたとのこと。デイナイトケア来所時には痛みの訴えは聞かれておらず、上記行動は見られていない。

・古川　富蔵　様～青風荘にて腰痛の訴えが聞かれているが、デイナイトケアでは過ごし方に問題はなく、痛みの訴えは聞かれていない。

・板橋　利美　様～青風荘にて眠気の訴えが聞かれており、デイナイトケアでも眠っている様子が目立っている。睡眠状況などを確認し、対応を検討していく。

・佐藤　ミツ子様～青風荘より情報提供があり、昨夜就床前薬を取りに来ず、部屋にて眠っていた為、夜間眠れるように時間調整をするように介入したとのこと。デイナイトケアでも朝から居眠りをしている様子が見られている為、活動への参加を促し、生活リズムの安定化を図っていく。

ナイトケア

・村上　元道　様～本人へ仕事の状況を質問すると「仕事中にタバコ吸ったから、評価下げられると思う」と話しており、笑いながら「もうやる気なくなっちゃうよ」とも話す為、状況の振り返りを実施。自身でやってしまったことであるが、評価を下げない為にも繰り返さず、仕事を頑張るよう伝えると「大丈夫、これからはしっかりと頑張るから」と返答している。

＜外来情報＞

・川村　享　様　～体重変化はなし。医師に言われたことに対してのみ返答している。

・古川　富蔵　様～腰痛を訴え、鎮痛剤を希望しており、外用薬、内服薬がそれぞれ処方となっている。痛み強くなる様なら整形受診する様説明している。

・古舘　正行　様～夜間指を口内にいれ吐くような仕草はまだあるが、実際に嘔吐はないと話している。

・津嶋　イチ子様～2/1腰痛訴えあったが、現在は軽減していると話している。

・鈴木　真知子様～帰宅要求があり、「家族と連絡をとってもらえませんか？」と話しているが、説明に対し過度となる事は無い。

・関　秀治　様　～変わった様子はない。本日自ら前回採血から1年たった為、採血検査を受けたいと希望。次回2/17採血予定となっている。

・田名部　一樹様～ストレス発散にゲームをしていると楽しそうに主治医へ報告している。

・横町　浩　様　～市の健診を受けた結果、問題がある項目がある為、再検査予定していると話している。

・松倉　健一　様～診察は医師に聞かれたことのみ返答しており、待っている間は空笑が見られている。また、眉間の間に擦過傷の様なものが見られている。

